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献血にご協力いただき、ありがとうございます。献血いただいた血液は、輸血用

血液製剤及び血漿分画製剤の原料に使用されます。「お願い！」パンフレットと

併せて以下の 1 ～ ５の事項をご確認いただき、献血受付へお進みください。

１． 献血に伴う副作用等について
① 気分不良、 吐き気、 めまい、 失神などが 0.7％ （約 1/140 人）、 失神に伴う転倒が

0.008％ （1/12,500 人） の頻度で発生します。

② 針を刺すことによる皮下出血が 0.2％ （1/500 人）、 神経損傷 （痛み、 しびれ、 筋力低下など） が

0.01％ （1/10,000 人） の頻度で発生します。

（医療機関の受診を伴う副作用には、 「献血者健康被害救済制度」 が適用されます。）

③ 成分献血では、 血液が固まらないように抗凝固剤 （クエン酸ナトリウム） を使用しているため、 口唇や

手指のしびれ感などの症状が現れる場合や、 予期せぬトラブルなどにより血液をお返しできない場合が

あります。

2． 個人情報の取扱いについて
① 個人情報や検査結果等は血液センターにおいて厳重に管理され、 安全な血液製剤を安定的に確保し、

患者さんへお届けするために、 また、 皆様の健康を守り、 安全な献血のための研究に利用させていた

だきます。※詳細は裏面をご覧ください。

② 健康診断の結果、 献血いただけないことがありますが、 申告いただいた個人情報は、 医師法、 「医薬

品、 医療機器等の品質、 有効性及び安全性の確保等に関する法律」 などの定めにより削除できません。

3． 血液の検査等について
① いただいた血液の一部を用いて、 次の検査を行います。

血液型 （ABO 型、 Rh 型、 HLA 遺伝子型等）、 不規則抗体、 梅毒、 B 型 ・ C 型 ・ E 型肝炎ウイルス、

エイズウイルス   （HIV）、 ヒト T 細胞白血病ウイルス -1 型 （HTLV-1）、 ヒトパルボウイルス B19、

ALT （肝機能） 等

※あなたの血液をもらった患者さんやあなた自身の健康のため、 上記以外にも病原体を検査することがあります。

② 血液型や輸血副作用の検査 ・ 解析のため、 赤血球型、 白血球型、 血小板型及び血漿蛋白の遺伝子検査

を行うことがあります。

③ 血液製剤の品質管理や輸血用の検査試薬の製造に使用することがあります。

５． 血液の有効利用について

① 血液製剤の有効性 ・ 安全性の向上及び検査法の向上を目的とした使用

② 病気の診断 ・ 治療や国民の健康状態の改善を目的とした使用

いただいた血液は、 個人を特定できる情報と切り離し、 厳密な審査のもと、 一般公募された研究機関等

および日本赤十字社が実施する、 以下の研究開発等に使用することがあります。

なお、 その際、 遺伝子を解析することがあります。

詳しい研究項目等は添付資料裏面をご覧ください。

４．　血漿分画製剤の海外輸出について
血漿分画製剤については、国内の患者さんに使用される他、国内自給と安定供給に支障が生じない範
囲で、国が定める需給計画に基づき海外の患者さんのために輸出される場合があります。

献血の同意説明書



献血者の皆様の個人情報取り扱いについて

日本赤十字社では、献血者の皆様の個人情報について、
法令を遵守し、以下のように適正に取り扱います。

個人情報の利用目的

献血者の皆様の個人情報は、安全な血液製剤を安定的に確保し、患者さんへお届けするために、
また、皆様の健康を守るために利用いたします。
具体的な利用目的は、以下のとおりです。
・血液事業に関する情報の提供や献血の依頼などのため
・献血受入れ時の確認等のため
・安全に献血いただくための健康被害（採血副作用）対策の研究のため
・献血者の皆様への検査結果等の通知のため
・血液製剤の安全性確保に必要な血液検査・試験の実施のため
・血漿分画製剤製造国内メーカーへの原料血漿配分のため
・保管検体の検査結果を医療機関等へ情報提供するため
・遡及調査の結果を医療機関等へ情報提供するため
・健康被害（採血副作用）における保険会社、厚生労働省等への連絡のため
・血液の有効性や安全性向上の研究のため
・国の指導の下に行われる他の研究機関との共同研究のため
・内部外部における特殊な検査試薬の製造のため
・患者さんに適合した血液製剤の確実な供給のため
・血液事業に関する表彰のため、また、国・地方公共団体等への表彰対象者の報告のため

個人情報の種類と収集方法

個人情報の種類と収集方法は以下のとおりです。
・献血申込書（診療録）、登録申込書や健康被害（採血副作用）を負った場合の
請求書等に記載された住所、氏名、生年月日、電話番号、口座番号など

・医師等が献血申込書（診療録）に記載した事項
・医師等が献血者健康被害記録（採血副作用記録）に記載した事項
・検体の検査から得られる情報
・献血者の皆様が申告された情報

情報の目的外利用 ・提供

皆様の個人情報は、法令に定めのある場合やご本人が同意している場合を除き、目的外に利用する
こと及び前記の「個人情報の利用目的」に記載された以外の第三者に提供することはありません。

個人情報の管理方法

皆様の個人情報を正確、最新のものにするため常に適切な措置を講じるよう努めています。
また、個人情報の不正な流出を防止するため等の安全対策を講じています。
なお、日本赤十字社が個人情報に関わる業務を外部に委託する場合にも、同様に厳重な管理を行なわせます。

開示 ・訂正等の請求について

ご自身に関する情報について開示をご希望の場合、または血液センターが保有する個人情報が事実と異なる
場合には、献血カードに記載されている連絡先までご連絡ください。
ご本人であることを確認させていただいた上で対応いたします。

日本赤十字社の個人情報の取り扱いについては、 https://www.jrc.or.jp/ をご覧ください。



 

献血の同意説明書「５．血液の有効利用について」の説明 

 

１． はじめに  

献血血液（検査用検体の残りや検査により不適合となった血液など）を研究に使用

することで、①血液製剤の有効性・安全性の向上及び検査法の向上のほかに、②病気

の診断・治療法の開発が促進され国民の健康状態の改善などに役立つ可能性がありま

す。 

そのため、献血血液を研究に使用することへのご理解をお願いしています。 

 

２． 対象となる研究について 

①血液製剤の有効性・安全性の向上及び検査法の向上を目的とした研究のほかに、

②病気の診断・治療や国民の健康状態の改善（国の公衆衛生の向上）を目的として  

行われる研究で、かつ献血血液を使用しないと実施が難しい研究が対象です。さらに

外部の研究機関などから「献血血液の研究開発等への使用に関する公募」により申請

され、日本赤十字社で承認された研究に限られます。これらの研究のために献血血液

が外部研究機関などへ提供される際は、氏名や住所などの情報は切り離し、個人が特

定できないようにします。 

外部研究機関で実施される①の研究課題と研究内容が多岐にわたる②の研究課題を

裏面に記載しました。なお、研究の内容により遺伝子を解析することがあります。 

     

３． あなたの利益・不利益について 

研究に使用する献血血液は、上記２のように、氏名や住所など個人を特定できる  

情報と切り離して使用するため、あなたに不利益はありません。また、個人的に受け

る利益もありません。 

 

４． 同意と撤回について 

    献血血液を研究に使用することは、あなたの自由意思による同意に基づきます。  

同意をしないからといってあなたの不利益になることはありません。 

また、同意は、献血血液が研究に使用される前であれば撤回することができます。

ただし、早ければ、採血翌日に使用される場合があります。 

 

同意の撤回を希望される場合は、下記の連絡先までお電話をお願いします。 

ご不明な点がありましたら、受付の職員にお申し出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 

電話番号  

無料 0120-99-2056 

この電話は 24時間対応の受信専用録音電話です。 
プッシュボタンによる採血番号等の入力はできません。 
 
同意を撤回するためには、採血番号と生年月日の両方が必要です。 
あなたの声でお知らせください。 
 

※採血番号については、献血時にお渡しするチラシ（右写真）の 
枠内に記載しております。 
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令和５年度実施の献血血液を使用する研究課題 

研究課題（献血者説明用課題名） 

１【27J0003】血液中の細胞に抗酸菌を感染させる実験から抗酸菌症の発症の仕組みを解明する 
２【28J0040】ヒト臍帯血血液幹細胞の増幅と血球系細胞への分化能に関する研究 
３【28J0064】抗 HTLV-1 ヒト免疫グロブリンによる HTLV-1の革新的感染予防モデルの開発とその有効性の検討 
４【29J0011】日本国内に移入される可能性のあるウイルスの高感度核酸検査法の開発 
５【29J0030】ヘパトカインを標的とした診断薬・治療薬の開発 
６【29J0051】血液中の免疫細胞を利用した、からだを守る仕組みの解明 
７【29J0056】痛風・高尿酸血症リスクに関連する ABCG2 遺伝子の解析：Jra 抗原陰性者の解析による新規リスク変異の検討 
８【30J0004】関節リウマチにおける骨破壊を抑制する方法の検討 
９【30J0040】血液製剤の病原体不活化の研究と B 型・C 型肝炎ウイルスの培養系の開発 
10【30J0050】癌における血液由来細胞の解析 
11【31J0005】Medical gas による血小板保存法の開発 
12【31J0014】副作用の少ない抗がん剤の開発―血液蛋白質への作用研究― 
13【31J0016】血漿から濃縮した止血因子の有効な作製方法の確立 
14【31J0017】ドローンで血液を運ぶ研究 
15【31J0020】心筋梗塞や脳梗塞を診断できる血液検査法の開発 
16【31J0021】微振動が血流特性に与える影響についての研究 
17【31J0025】回路チューブ内の血液凝固を検出するセンサを開発する研究 
18【31J0032】有効期限を超えた血小板製剤の新たな活用法の検討 
19【31J0035】若年の B 型肝炎ウイルス陽性者においてワクチンが効きにくい B 型肝炎ウイルスの存在を検討する研究 
20【31J0041】体外式膜型人工肺(ECMO)の使用が人体に与える影響の検討 
21【R020007】iPS 細胞を用いた血小板製剤の開発 
22【R020008】血液凝固反応を防止する技術の開発 
23【R020018】新しいヒト免疫不全ウイルス制御法の開発研究 
24【R020019】悪性腫瘍に対する養子免疫 T 細胞療法の開発研究 
25【R020023】血液検査利便性向上のための血球分離方法の開発 
26【R020031】大量出血した場合の止血機能の研究 
27【R030016】アレルギーに関係する T リンパ球の分化経路の解明 
28【R030028】医薬品を汚染する発熱性物質を血液で評価する方法の開発 
29【R030030】iPS 細胞由来の HLA クラス I 欠失巨核球細胞のストックおよび血小板産生に関する研究 
30【R030031】炎症におけるリンパ球機能の解析 
31【R030036】T 細胞および制御性 T 細胞の解析研究 
32【R030037】糖鎖を認識するタンパク質であるガレクチン９に血小板凝集の阻害作用があるか？ 
33【R030039】① ヒトが元々持っている抗体の解析② ヘルペスウイルス検出技術の開発 
34【R030047】ヒト樹状細胞前駆細胞の同定と新規培養方法の樹立 
35【R030048】血液中のリンパ球を用いた癌治療法の研究開発 
36【R030049】血液中の代謝物を網羅的に検出・解析する技術の活用に関する基礎研究 
37【R040014】血液検査による感染症の診断法の開発 
38【R040020】治療用 iPS 細胞の製造法の開発 
39【R040022】新鮮凍結血漿解凍装置の改良による製剤品質への影響 
40【R040023】微細な酸素の泡を含んだ透析液と血液をブレンドすることで血液を酸素化し呼吸を助ける方法の研究 
41【R040025】COVID-19 における免疫研究 
42【R040026】麻酔薬の癌に対する免疫に及ぼす影響を探求します 
43【R040027】血小板製剤の長期間の保存を可能にするための研究 
44【R040034】培養細胞での感染増殖が可能な B 型肝炎ウイルス株の同定 
45【R040036】病気の治療・予防・診断に有用な血中因子の探索 
46【R040041】血液から白血球のみを分離する手法の開発 
47【R040043】人の血液に含まれる薬毒物の正確な分析法の確立と品質管理 
48【R040045】さい帯血の血液細胞の性質を明らかにすることでさい帯血が脳梗塞治療にも応用できるかを調べる研究 
49【R050006】血液循環装置での流れの激しさが血液に与える影響の調査研究 
50【R050010】骨髄由来単核球細胞分離装置の開発 
51【R050013】結核やウイルスを攻撃する免疫細胞の役割を解明する 
52【R050015】ヒトパルボウイルス B19 抗原検査試薬の性能評価 
53【R050016】E 型肝炎ウイルス検査試薬の性能評価 
54【R050017】パルボウイルス B19 検査試薬の性能評価 
55【R050019】ウイルス感染症の予防および治療における免疫細胞の働きの解明 
56【R050021】鳥抗原の吸入により生じるアレルギー性肺炎（過敏性肺炎）の原因抗原タンパクに対する血中抗体測定の有用性を調

べる研究 
57【R050025】流行している梅毒の菌株についての解析 
58【R050026】マラリアワクチン研究開発準備のためのヒト血漿のボリビアリスザル細胞培養での有用性の検討 
59【R050027】ウイルス治療薬ガンシクロビルの血液濾過透析膜への吸着を調べる研究 
60【R050028】免疫チェックポイント阻害剤による抗がん治療効果を予測する血清検査法の開発 
61【R050029】無人航空機を用いた血液製剤搬送の実行可能性と品質への影響に関する研究 
62【R050030】腎移植後の BKポリオーマウイルス関連腎症とドナー・レシピエントの抗 BK ポリオーマウイルス抗体価に関する研究 
63【R050032】医薬品の副作用を予測するための研究 
64【R050034】新規パルボウイルスワクチンの開発 
65【R050036】献血者血液を用いたウイルス感染症流行予測と調査に関する研究 
66【R050037】血液中の細胞から効率よく iPS 細胞を作るための研究 
67【R050038】血液製剤の安全性を確保するための病原体不活化法の研究とそれに使用するためのパルボウイルス B19培養法の確立 
68【R050039】日本で初めての垂直離着陸のより安全なドローンによる血液輸送を完全に無人で自動で行う実証実験 
69【R050040】自己免疫性疾患ではどのような細胞機能異常をきたしているか 
70【R050041】「白血球除去工程後のフィルター」に含まれる白血球分画のフィーダー細胞としての機能評価 
71【R050042】青年期と幼年期のヒトから得られる制御性 T細胞を比較して細胞発生・増殖の原理を解明する 

※年度単位での公開のため、まだ実施されていない、または終了している場合があります。 

研究の内容をお知りになりたい方は下記ホームページでご確認いただくか、受付の職員にお申し出くださ
い。  https://www.jrc.or.jp/donation/blood/koubo/ 

裏面 



    

 

「麻しん（はしか）」患者が発生しています。 
 

〇麻しん（はしか）と診断された方と接触された方は 

３週間は献血をご遠慮ください。 
 

 

麻しん（はしか）には、38℃前後の発熱や咳、鼻水といった風邪

のような初期症状があります。 

最近、上記のような症状があった方は職員へお申し出ください。 

また、家族、友人あるいは職場の同僚等に麻しん患者がおり、そ

の方と接触された場合、接触後３週間は献血をご遠慮いただくこと

となります。 

◆ 麻しん（はしか）について 

原  因：麻しんウイルス 

潜伏期間：10～12 日 

主な症状：感染すると約 10 日後に発熱や咳、鼻水といった風邪のような症状

が出現。２～３日 38℃前後の熱が続いた後、39℃以上の高熱と発疹

が出現。 

感染経路：空気感染（麻しんウイルスの空気中での生存期間は２時間以下） 

※献血後３週間以内に医療機関にて麻しん又は麻しん感染疑いと診

断された場合は、血液センターまでご連絡ください。 

 

輸血用血液の安全のためご理解とご協力をお願いいたします。 

東京都赤十字血液センター（03-5272-3511） 



Ｅ型肝炎に関するお願い

患者さんに安全な輸血用血液製剤をお届けするため、
みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

Ｅ型肝炎に関する詳しい情報は下記アドレスをご確認ください。

http://www.mhlw.go.jp/houdou/2003/08/h0819-2a.html

ブタ、イノシシ、シカの肉や内臓（レバーな
ど）を生又は生焼け※で６カ月以内に食べた
場合は、献血はご遠慮ください。

※生焼け：中心部に赤みが残っている状態
（参考http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000049964.html）

◆Ｅ型肝炎について
Ｅ型肝炎は、ウイルスに汚染された水や食べ物から感染するウイ
ルス性肝炎です。感染源となる食べ物は、日本では加熱不十分なブ
タ、イノシシ、シカの肉や内臓（レバ刺しやレアの焼肉等）が主に
なります。感染して発症すると、発熱、全身倦怠感、悪寒、嘔吐、
食欲不振、腹痛等の消化器症状を伴いますが、症状がないこともあ
ります。
感染した人が気付かずに献血した血液が輸血に使用された場合、
患者さんがウイルスに感染し、重篤な症状を引き起こす場合があり
ます。

◆日本赤十字社では輸血用血液の安全性の向上のため
Ｅ型肝炎検査（HEV NAT 検査）を導入しました。
Ｅ型肝炎（ＨＥＶ）の検査が陽性となった場合は、献血後にお知
らせします。陽性となった献血日から６カ月間は献血をご遠慮いた
だきますが、その後はまた献血にご協力いただけます。

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000049964.html

